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７・８世紀の長安の考古学
―和同開珎の「珎」と則天文字の「圀」を中心として―　
王　維坤
７・８世紀の長安の考古学を考えると、私はすぐ、勤務先の西北大学キャンパスの「考古学」
を思い出す。なぜかと言うと、西北大学キャンパスは隋唐時代の長安城の城内に位置しているか
らである。この機会を借りて、西北大学キャンパスに関連する考古学と新出土資料を最初に紹介
しておこう。隋唐時代の長安城のプランは、周知のように、108個の里坊から成り立っていたば
かりでなく、１つずつの里坊の名前も付けられていた（図１）。現在の西北大学キャンパスは３
ヵ所あり、それぞれ「北校区」、「南校区」、「桃園区」と呼ばれている。その内、「北校区」が
「大学本部」になっており、隋唐時代の長安城の「太平坊」に当たる。もう一つの「桃園区」は、
隋唐時代の長安城の「祟化坊」に当たる。「南校区」は最近、新開発したキャンパスである。こ
のキャンパスは隋唐時代の長安城の南郊外に位置し、現在は長安区（以前、長安県と呼ばれてい
た）の郭杜鎮に属している。
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図１　隋唐長安城のプラン
（王維坤著『中日の古代都城と文物交流の研究』朋友書店 1997年 図12より）
もしわれわれがこのキャンパスで考古学的な発掘を行えば、必ず多くの遺構と文物が出土する
と思われる。例えば、1954年、本部の運動場を施工していたところ、驚くべきことに4000kgもの
「開元通寳」の銅銭が出土した。これは100万枚を超える枚数である。この遺跡は唐時代の銀行に
相当する金庫だったと考えられる。
1970年代以来、われわれはこの「太平坊」の街区で唐代の道・清明渠・井戸・実際寺の遺跡と
遺物（1）及び漢代の墓（2）などを発掘してきた。控え目に言っても、西北大学キャンパスでは貴重
な文物が多量に出土していると言ってよいだろう。そのため、西北大学歴史博物館では「唐代実
際寺出土文物」という陳列室を開設しているほか、2004年４月、西安市東郊外で見つかった、
「国宝」に値する遣唐使の井真成墓誌や、中国でも有数な貴重な文化財が多数収蔵・陳列されて
いる。
また、1996年から「桃園区」の調査が始まった。その年の５月から６月にかけて、私を含む数
人の教師と４年生の学生で、「桃園区」が位置する隋唐長安城の「崇化坊」に対して、考古学的
な発掘調査を行なった。そのとき、予想していなかったことだが、中国の考古学発掘史上では初
めての、庭園の「敷石」（中国語で「踏歩」という）が出土した（図２）。この文物は、科学的価
値のある貴重な文物と見られている。９点の「敷石」すべてが瓦を組み合わせたものである。そ
の出土位置と配置から推測すると、この遺跡はたぶん崇化坊に位置する、ある寺院の庭園の遺構
だと思われる（3）。 さらに、この敷石が日本の寺院の庭園施設にどのような影響を与えているか、
このことは、これからの私の大きな課題になると思っている。
西北大学歴史博物館に収蔵されるこれらの文物は、学問的な価値の高い、貴重な文化財である
ばかりでなく、調査・研究を旨とする考古学専攻学生の間ではきわめて高い人気を博するゆえん
にもなっている。
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図２ 崇化坊出土の「敷石」
（この実物は現在、西北大学歴史博物館に陳列されている。王維坤撮影）
つぎに紹介するのは、陝西省考古研究院副研究員の劉呆運氏の新しい発掘成果である。劉氏は
現在、発掘チームの隊長として活躍している。1990年代から西安市南郊外の長安区で、複数の大
学の新規開発が計画され、事前調査の結果、前後して1300基以上の墓が発掘された。そのうち西
北大学分の「南校区」では、121基の墓が発掘された。ただし、これらの考古学資料は現在まで
未発表である。劉氏のご厚意で、本稿では唐の李博乂墓だけを紹介したいと思う。
李博乂墓の重要性はその規模と設計にある。当該墓は前室・中室・後室からなり、その年代は
唐の高宗の咸亨２年（671）である。この墓は規模が最大級で、その年代も古く、唐墓の中では
代表的な陵墓であり、最高級に属する。したがって、この墓の発掘は唐代の陵墓制度の研究にと
って非常に重要な新情報を提供してくれるはずである。私はかつて「唐代乾陵陵寝制度的初歩探
討」という論文を書き、乾陵の陵寝制度を研究したことがあり（4）、また「乾陵的陵寝制度似為前
后雙室墓之蠡測」（5）という論文で、乾陵を含む唐代の帝王陵墓の陵寝制度は（特殊な唐僖宗の靖
陵の単室を除いて）、おそらく前・後双室墓からなっていたのではないかと推測したことがある
ので、李博乂墓の設計については大いに関心があるが、今の段階では紹介するにとどめざるをえ
ない。本稿では、７・８世紀の長安の考古学をめぐって、主に以下の二つの問題点を検討したい。
一つは和同開珎の「珎」についての問題、もう一つは則天文字の「圀」という字についての問題
である。
一. 「和同開珎」の謎
2007年の春に、「日本の「和同開珎」の謎についての考察」というタイトルで論文を発表した
が、その研究で述べたことの一つは、「和同開珎」の鋳造にかかる複雑な歴史的背景は、古代日
本人の民族性と密接な関係がある、ということであった。つまり、古代の日本人は、現代の日本
人と同じように、非常に賢明であり、特に外来文化を受容する時、そのまま受け入れるのではな
く、ある程度自国の文化に適するものだけを選択し模倣したところに、その受容の特徴があった。
例えば、古代の日本人はその特徴を発揮して、中国の文字を模倣したところに現われている。も
し古代の日本人が中国の文字をそのまま模倣したならば、中国の文字と日本の文字との間には何
も区別がないことになる。しかし、中国の文字を少しだけ変えることによって、日本の漢字にな
るのである。日本の漢字は、だいたいにおいては中国の漢字と同じであるが、少し異なる場合も
少なくない。例えば、中国の「 」と日本の「器」、中国の「 」と日本の「査」、中国の「惠」
と日本の「恵」、中国の「 」と日本の「徳」、中国の「冰」と日本の「氷」、中国の「 」と日
本の「臭」を比べると、いずれも少し違うところがある。さらに具体的には、中国の「 」は、
上の「自」と下の「犬」から成っており、上の「自」字は「鼻」の象形字で、下の「犬」字は
「犬」の象形字である。この二つの字を結びつけると、犬の嗅覚が優れていることを表している。
中国人が「 」の字を書くときには、そのような文字の成り立ちを文化的な背景にしている。し
かし、日本の「臭」字をみると、「自」の下は「大」字になっており、「犬」字と「大」字の間に
一点の相違が存在する。日本では「自」の下が「大」字でなんら問題がないと考えられているよ
うであるが、中国ではこの「犬」字の点がなければ、文字にならないと考えられている。このた
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め、中国では日本の「臭」字には違和感がある。このことから考えると、「点」があるかどうか
で、その意味がずいぶん異なってくるのである（６）。
さて、このような日本の漢字受容をふまえて、日本の「和同開珎」について見てみよう。「和
同開珎」の「珎」（チン）字は、言うまでもなくはじめは中国の「珍」（チン）字の異体字（７）と
して模倣したものではなく、「寶」の異体字である「寳」（ホウ、タカラ）の真ん中の部分である
「珎」だけを選択して、日本人自らが造った国字であったと思われる。換言すれば、「和同開珎」
という通貨は、唐の高祖・李淵の武徳４年（621）７月に初めて発行された「開元通寳」（図３）
を模倣原型として鋳造した通貨だったのである。
この貨幣の読み方であるが、日本では、「ワドウカイチン」説が有力になっている現状である。
若林好氏は、「当時の残された資料の中で、年号に「和同」を使ったものは一つもないこと、又、
珍を珎とした事例が多くあることなどから見て、さらには漢字そのものの［寶→寳→宝］、［珍→
珎］の流れから見て、カイチン説が定説になりつつあることは事実である。ＮＨＫはじめ、最新
の歴史書、歴史辞典等の出版物は殆ど例外なくすべてカイチンで通している。学校の歴史の教科
書を見ても、中学校ではカイチンと仮名をふり（ ）でホウと付け加える「カイチン（ホウ）」型
であり、高等学校でも７種の中、カイチン（ホウ）型が５、カイチン、カイホウ型各１となって
いて、学校教育の中でも大方はカイチンに統一する方向である」（8）と「カイチン」説を有力視し
ていることを指摘されている。
ともあれ、「ワドウカイチン」と「ワドウカイホウ」という名称をめぐっては、江戸時代から
150年以上の論争が続けられて来た。現代の日本の学界では、なるほど「ワドウカイチン」説に
傾きつつある。しかし、私見では、「ワドウカイチン」の読み方には、少なくとも六つの問題点
がある。
１．「和同」の意味
よく知られているように、慶雲５年（708）、武蔵国秩父郡から銅が献上され、これを喜んだ朝
廷は年号を「和銅」と改元し、日本最初の貨幣「和同開珎」（図４）を発行した。その「和銅」
が採掘された跡が、今もなお秩父市黒谷の和銅山に残されており、ここを中心とした一帯を「和
銅遺跡」という。和銅とは精錬を要しない自然銅のことで、「ニギアカガネ（熟銅）」と呼ばれて
いた。和銅山に残る100メ―トルを超す２条の断層面は、当時の露天掘りの跡だという。若林好
氏は「この和銅によって、唐の「開元通寳」を模し、「天地和同」「万物和同」などのめでたい言
葉をもとに名付けられて、「和同開珎（ワドウカイチン）」が誕生しました。「年号は「和銅」、銭
貨名は「和同」と、厳然とした区別があります」（９）と強調されている。私見では、「和同」の
「同」は、実際は「銅」字の仮借字なので、「和銅」という年号を表しているとすべきであろう。
「和銅元年」は、即ち西暦708年である。
２．「和同開珎」の読み方
「和同開珎」の読み方は、前述のように、日本では今に至るまで「ワドウカイチン」と「ワド
ウカイホウ」という二つの読み方があるが、貨幣に属する「珎」の読み方は「ワドウカイホウ」
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しかないと、私は考えている。
「開珎」とは唐代の「開元通寳」の「開寳」を採用し、「元通」を省略したものであろう。な
お、「珎」とは、中国の漢字である「寳」の真ん中の部分だけをとって、日本人が自ら造った字
であるから、この「珎」字の読み方は、「珎」（チン）の発音ではなく、「珎」（ホウ）の発音しか
ないと思われる。さらに、「珎」（チン）とは、めずらしい、貴重、たやすく得られない、滅多に
ないという意味である。昔から中国でも日本でも、「珎」字を「珍」の異体字として解釈するの
は適切ではないと思う。「珎」（ホウ）字は「寳」字の省略字である。なお、「寳」字は「寶」の
異体字である。意味は、大切な貴重なもの、タカラ、金銀、珠玉などである。だからこそ、「貝」
が付く「寳」（タカラ）字はまさに貨幣の本意を表すものである。
なお、「開元通寳」の読み方は「上・下・右・左」の順に対読では「開元通寳」となり、「上・
右・下・左」の順に廻読では「開通元寳」となる。どちらであっても意味が通じるため、古くか
らこの二説が並行している。例えば、『旧唐書』巻48「食貨志上」の記載によると、次のように
ある。
高祖即位、仍用隋之五銖銭。武徳四年七月、廃五銖銭、行開元通寶銭。…初、開元銭之文、
給事中欧陽詢制詞及書、時称其工。其字含八分及隷体。其詞先上後下、次左後右読之。自上
及左廻環読之、其義亦通。流俗謂之開通元寶銭。（高祖即位し、仍りて隋の五銖銭を用う。
武徳四年七月、五銖銭を廃し、開元通寶銭を行う。…初め、開元銭の文は、給事中欧陽詢の
制詞及び書にして、時に其の工を称す。其の字は八分及び隷体を含む。其の詞は先ず上に後
に下、次に左し後に右して之を読む。上より左に及び廻環して之を読むも、其の義は亦た通
ず。流俗に之を開通元寶銭と謂う）（10）
とある。また、唐玄宗の開元26年（738）に出版された『唐六典』には「皇朝武徳中、悉く五
銖を除き、再び開通元寳を鋳る」（11）という記述がある。一方では、詔勅文としては『旧唐書』
巻48「食貨志上」の中で、「仍令天下置鑪之処、並鋳開元通寶銭」（仍りて天下に鑪す処を置き、
並せて開元通寶銭を鋳さしむ）（12）とある。これらによれば、唐代以来「開通元寶銭」と「開元
通寶銭」は同時に呼ばれていたことが分かる。しかし、その幣名の意味から分析すれば、「開元
通寶銭」と読んだほうがよいと思われる。換言すれば、唐代の「開元通寶銭」は、「銭」を以っ
て「寶」と為す「貨幣」のシンボルであるとも言える。幣文の「寳」字は文献ではいつもこの
「寶」字を書いていたのであるが、給事中欧陽詢の筆によって「寳」字に固定したのである。こ
こで特に強調したいのは、「開元」とはここでは具体的な年号ではなく、新紀元と開国建元（国
を立て元号を定めること）の意味をもち、唐朝創立と貨幣の初めての発行を記念すべきものとい
う意味を指すのである。
また、「開元通寳」の材質から考えてみると、貨幣には銅幣以外に、金幣・銀幣・玳瑁
たいまい
幣・紙
幣・泥幣がある。しかし、金幣と銀幣の「開元通寳」では、流通する貨幣ではなく、主に皇家の
賞賜あるいは達官顕貴の観賞物となるのである。ゆえに銅幣こそが主要な流通貨幣である。1987
年に法門寺から出土の13枚の玳瑁の貨幣は、貨幣というよりもむしろ祭祀品に属するものだと思
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われる（13）。墓から出土した泥で作られた貨幣は実用の貨幣ではなく、死者への「冥幣」（明器の
一種）である。しかし、唐代の紙幣の出現にしたがって、これらの貨幣は次第に歴史の舞台から
退出することになった（14）。
３．「和同開珎」の原像
「和同開珎」の原像は、本来「和銅開寳」と書くべきであるが、日本の古代人が中国の漢字を
模倣した時、この「銅」字と唐の「開元通寳」の「寳」字をある程度変えるために、わざわざ
「和同開珎」のような貨名に書き直したのではないか、と私には思われるのである。
４．「和同開珎」の省略と「貝」
「和同開珎」の「珎」は、上の「宀」と下の「貝」を省略して、日本人の造った字になった。
しかし、この字は間違っているとは言えないものの、省略しすぎ、変えすぎてしまったように思
われる。唐で言う「通寳」は、共同に流通する「通貨」の意味であった。いまの言葉で言えば
「通用貨幣」である。なぜ貨幣に関する漢字「財」「貨」「賄賂」「貨貝」などの語にはいずれも
「貝」が付いているかと言えば、貨幣の起源が「貝」から始まったことによる。それゆえ、「貝」
が付かない「珎」も、貨幣の意味として本来は「貝」を持った「寳」字の意味であろう。例えば、
中国語の「賄賂」の「賄」字は貝があり、つまりお金のやりとりがあるという意味である。また、
中国語の「行賄」はお金を送りに行く意味である。したがって、「珎」字に貝が付いてなくても、
「珍」の異体字として模倣する可能性はないのではないかと私は思う。
さらに、「和同開珎」の「珎」字は、原像から省略しすぎてしまい、変えすぎてしまった。「貝」
が付かない「珎」（チン）は、貨幣の意味をもたないだけでなく、むしろ貨名にならない字と言
うべきであろう。しかし、古代の日本人がもしこの「珎」を「寳」の異体字として模倣していた
とすれば、この「珎」を間違った字とは必ずしも言えない。
５．「和同開珎」の模倣原型
708年に発行された「和同開珎」の読み方は、時計回りに読むのであるが、唐の「開元通寳」
が上から下・右・左へ読めるのとかなり相違している。私見では、日本の和銅元年（708）に
「和同開珎」を鋳造した時、おそらく乾封元年（666）夏４月、高宗・李治が泰山に登る「封禅」
を記念して「乾封」年号をもって鋳造した「乾封泉寳」（この貨幣は、わずかに８ヵ月だけしか
流通しなかったという）（図５）を参考にしながら、まず「開元通寳」の貨名の「元通」を省略
して、それから「開寳」の「寳」字は真ん中の部分だけを模倣して、「和同開珎」になったので
はないかと、私は考えている。
しかし、唐の肅宗・李亨の乾元元年（758）に鋳造された「乾元重寳」（図６）は、「開元通寳」
の読み方と同じように戻ったので、日本の「和同開珎」は、「開元通寳」と「乾封泉寳」を模倣
した以外に考えられないのではなかろうか。
６．「和同開珎」の「開」と「寳」
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「和同開珎」の「開」字の書き方も、研究すべき問題である。この「開」字は、「開元通寳」
の「開」字によく似ている。それゆえ、この字は「和同開珎」が唐の「開元通寳」の「開」を模
倣した証拠の一つとして、一番有利であろう。なお、「開元通寳」を含む中国各朝の貨幣の「寳」
字は、ほとんど字の真ん中を「珎」につくる「寳」字を鋳造したのであって、北宋以来、「缶」
字につくる「寶」字は幣名に僅かに見えるだけである。この点から、708年に発行された日本の
「和同開珎」の模倣原型は、確かに「開元通寳」の省略字に属する「開寳」を模倣した以外にほ
かの可能性はなかろう。
これらの事実は中国の考古発掘の新成果によって証拠だてることができる。1970年10月、陝西
省西安市南郊何家村の建築現場で、建築工人が偶然に、高さ65cm、腹径60cmの陶甕を発見し、
その中に、たくさんの金銀器があった。さらに、陶甕の出土地の北隣で、考古学者が同様に類似
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図３　唐武徳４年（621年）に
鋳造した金「開元通寳」
図４　和銅元年（708年）に
鋳造した銀「和同開珎」
図５　唐乾封元年（666年）に
鋳造した「乾封泉寳」
図６　唐乾元元年（758年）に
鋳造した「乾元重寳」
する陶甕を発見した。甕の上に一層の銀渣が覆ってあり、甕の中には金銀器と玉器等、千点以上
の文物が出土した。そのなかには、金銀器や、銀 ・銀板、中国貨幣・外国貨幣、宝石装飾品及
び貴重な薬材が含まれていた。ここで出土した文物は、「何家村唐代窖蔵文物」と呼ばれている。
この発見でいちばん注目されるのは、39種類にのぼる古代各国の貨幣である。その中には、唐代
に流通した「開元通寳」銅銭、西域の都市国家・高昌国の「高昌吉利」銅銭、日本の元明天皇の
和銅元年（708）に鋳造した「和同開珎」銀銭、ローマのビザンチン金貨、ササン朝ペルシャの
銀貨などがある。特に、30枚の「開元通寳」の金銭と421枚の銀銭が出土した。この貨幣の発見
は、新発見ばかりではなく、貨幣鋳造史の中で、もっとも重要な発見とも言われている（15）。
西安何家村の唐代窖蔵の性格については、故・夏 氏の研究がある。彼によれば、「西安何家
村出土の１枚（ササン朝ペルシャ銀幣）は、窖蔵から出土したものではあるが、同時にビザンチ
ン金幣１枚、日本（和同開珎）銀幣５枚、中国戦国・前漢及び王莽の銅銭各１枚あるいは数枚が
出土した。この窖蔵の主人は古銭の収集と外国貨幣の愛好者だと思われる。これらの金銀幣は高
価な金銀器とともに置かれていたので、一人の収集者のコレクションであり、流通貨幣としてし
ばらく貯蔵して使用を待つものではないと見なされる」（16）と考えられている。私も夏 氏の高
見に賛意を表したい。
しかし、何家村出土の５枚の日本「和同開珎」銀幣について、郭沫若氏は、出土後の1972年に
早くも研究に着手し、「和同開珎」の「珎」字は「開元通寳」の「寳」を模倣して「珎」のよう
に省略したものであると考えている。また和同開珎の制作時の事情を諸書によって探り、何家村
から出土した和同開珎が銀幣だったことから、銀幣の制作年に注目して、次のように論じている
（17）。
「和同」は日本の奈良朝の和銅の年号の略である。日本の『和語連珠集』に記載がある。「上
古、本邦銅なく、異邦の銅を輸入して鋳造す、（思うに現在日本の銅の産出量はたいへん少
なく80%以上を輸入に依拠している。）元明天皇の慶雲５年（唐の中宗景龍２年、708年）正
月、武蔵国秩父郷銅を献じ、故に年号を「和銅」と改め、銅銭を鋳し、「和銅開珍」という。」
銀銭と銅銭は同じ文で、和銅年間に同じく鋳されたと知られるが、日本の和銅銀銭は長くは
続かず廃止された。『続日本紀』の中には次のような記載がある。「元明天皇の和銅元年２月、
始めて「鋳銭司」を置く。夏５月始めて銅（？、著者注）銭を行う。秋７月、近江国に銅銭
を鋳せしめ８月に銅銭を行う。２年秋８月、銀銭を廃して、銅銭を行う。」文字には誤認が
ある。「始めて銅銭を行う」は「始めて銀銭を行う」であるべきである。和銅元年正月、日
本はやっと銅を産することを開始し、大事だったため改元した。７月始めて銅銭を鋳し、８
月に銅銭を行いしめたとあるが、なぜ「夏５月始めて銅銭を行う」のか、これは文意が通じ
ない。「始めて銅銭を行う」は必ず「始めて銀銭を行う」の誤りである。ただ銀銭を行った
のは長くはなく、２年８月には「廃」された。使われたのはただ１年であった。これによっ
て西安出土の和同銀貨はその絶対年代を算定することができる。すなわち和銅元年、708年
鋳造された。
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また上に続いて、成島柳北の説を引いて「和同開珎」の読みを「開宝」とすべきことも論じて
おり、知日家として有名な郭沫若氏の面目躍如としている。
また「開珍」は「開宝」と読むべきである。日本ではすでにこれが分かった人がいる。明治
初年、古銭集蔵家成島（姓）柳北（名）はその誤りを正している。「和同開珍」は「和同開宝」
と読むべきであり、「珎」は「寳」字の略である。同じように「同」も銅の略で、「開珍」は
意味が成立しない。（日本の藤原楚水著『書道金石学』108ページを参照）。唐代も金銀で鋳銭
を行い、中宗の時代にはこれがあった。 王の窟蔵には金銀の「開元通宝」があった。日本
では、銀で鋳銭しているが、それは（開元通宝を、訳者注）模倣したことに疑いもない（18）。
その後、郭沫若氏の研究成果は日本の学界でも注目された。この問題の研究経過については、
1991年に出版された藤井一二氏の整理が参考になる。
「カイホウ」か「カイチン」かは、和同銭の鋳造の計画や実施と深く関わる問題である。ま
ず「カイホウ」の説について。これは、「和同」の「同」字は「和銅」の「銅」の金偏を省
略したもので、「開珎」の「珎」字は「寳」のウ冠と貝字を省略したもの、と理解する立場
である。和同開珎が和銅元年（708）にはじめて鋳造されたとする考えから、銭文の読みも
年号の「和銅」に由来するとした。「同」が「銅」にもとづくと考えるのは、武蔵国産出の
和銅（自然銅）を祥瑞（吉兆）の現れと見て、年号を「慶雲」から「和銅」に改めた記念的
な事業と無縁ではないとするからであろう。また、「和同」と「和銅」の発音が同じという
点も、「和同開珎」を「和銅開寳」の省略とする説にとって有利であった。この考え方は、
成島柳北や黒田幹一・石田茂作・郭沫若氏らに代表されるであろう。ついで「カイチン」説
について。これは「和同」と年号の「和銅」が無関係で、「開珎」は「開寳」の省略ではな
いと理解する立場である。その際、「和同」は独自の意味をもつ字句として、また「開珎」
の「珎」は「寳」と区別して考えることになる。この「ワドウカイチン」説には、過去、和
銅元年（708）以前に創鋳されたとする見解と、和銅元年に創鋳されたとする見解が示され
てきた。前者は、和同開珎が和銅元年に鋳造されたという前提がないかぎり、「同」と「珎」
を略字とすることはできないとするもので、入田整三氏（「和銅と和同開珎銭」『埼玉史談』
九―四）に代表される。また、後者は、「和同」の吉祥語説をとりつつ、和銅元年にはじめ
て鋳造されたとするもので、林正治（「和同開珎の称呼について」『歴史学研究』七―九）・
青木和夫（『奈良の都』＜日本の歴史３＞）氏らに代表されよう。この「カイチン」説の特
色といえるのは、「和同」の吉語と理解し、「開珎」を「開珍」と読む点にある。（19）
日本の学界では多くの研究者が今に至るまで、「ワドウカイチン」説を持している。しかし、
日本人が造ったほかの字における中国古代の漢字の模倣規則から考えれば、「和同開珎」の「和
同」は「和銅」年号を表したもので、「開珎」の「珎」（チン）字は、中国の「珍（チン）」字の
異体字として模倣したものというわけではなく、「寳（ホウ、タカラ）」の真ん中の部分に属する
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「珎」だけを選択して、自ら造った一つの字であると考えられるわけである。そして「開珎」と
は、「開元通寳」の「元通」を省略した「開寳」であると私は考える（20）。
二. 則天文字の「圀」
次に則天文字の問題を検討したい。則天武后は女帝になって自ら「李唐」という国名を「武周」
の国名に改名したばかりではなく、自分の名前である「 」を含む18個の文字を造った。これら
の文字を「則天造字」あるいは「則天文字」という。
則天文字の意義は、秦の始皇帝の「書同文字」（21）と同日には談ぜられないものの、決して小
さな事件ではない。その目的は、則天文字を通じて武周の新政権を特筆大書すると同時に、根本
的には男尊女卑という伝統観念の束縛を打ち破ることにあったと思われる。
１.則天文字の分期
則天文字については、文献にはいろいろな記録があり、12字（22）・14字（23）・19字（24）などの説
がある。しかし、出土した唐代の石碑・墓誌・文書などの考古資料から判断すれば、689年12月
25日から705年１月までの間に18個の文字を造ったことになる。そのうえ、これらの則天文字は、
考古学の立場から言えば、時期を区分する意味を持っていることになる。私はかつて、十年ほど
まえに則天文字を研究したことがあり、その折の論文は上田正昭氏編『古代の日本と渡来の文化』
に発表した。そのときの考えでは、則天文字は５期に区分することができる（25）。そのうち、第
１期は載初元年正月８日（689年12月25日）に「日・月・星・天・地・年・正・載・初・臣・
君・照」（26）という字を造ったもの。第２期は天授元年９月（690年10月）に「授」（27）字だけを造
ったもの。第３期は証聖元年正月（西暦694年11月）に「証聖」（28）という年号の文字を造ったも
の。第４期は証聖元年４、５月（西暦695年５、６月）という「圀」（29）字を造ったもの。第５期
は証暦元年正月（西暦697年12月）から神龍元年正月（西暦705年１月）までの間に「人・月」（30）
を造ったものではないかと思われる。
特に則天文字の「圀」字は、古代日本人の名前を含む日本文化にかなり影響を与えたと言える。
しかし、則天文字の「圀」の構造を見ると、主に「口」「八・方」から成っていることが分かる。
その中の「口」とは、東・西・南・北という四面を表わし、「八・方」とは、東・西・南・北・
西北・東北・西南・東南という八方を表わす。そして両者を結びつけると、「四面八方」という
熟語の形になる。私見では、「圀」という字は「四面八方」でもあると考える。「米」字のような
記号である「 」を描けば、すぐ理解できるであろう。
西北 北 東北
西 東
西南 南 東南
この「四面八方」からなる「圀」字は、則天武后の考えではおそらく、この「圀」で「天下」
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「全中国」「武周政権」を表わし、それらを統一するという遠大な抱負を強力に表現したものであ
ろうと考えられるのである。
２．則天文字の「圀」字の日本文化への影響
武周政権が統治していた期間、石碑や墓誌に見られる「國」字は、いずれも「口・八・方」の
三部分からなる「圀」字につくった。別に書いた「國」字は見られないと言える。しかし、『朝
野僉載』の中に次のような記載がある。
天授年間、則天は好んで新字に改めたが、その際に忌み嫌うことも多かった。幽州の人で尋
如意という者が書をたてまつって言った。「國という字は中に或があり、天体の運行を惑わ
し乱すことになります。どうか口の中に武の字を置くことでこれを鎮められますように」。
則天は大いに喜び、ただちに命を下してそのようにさせた。一か月余りして、また書をたて
まつる者があって言った。「武が退けられて口の中に入るのは、囚の字となんら異なるとこ
ろがありません。極めて不祥です」。則天は愕然として、急いで追命を下し、中を八方の字
に改めさせた。その後、孝和皇帝（中宗）が復位すると、果たして則天を洛陽の上陽宮に幽
閉した。（原漢文）（31）
ほかに明代の張自烈の『正字通』（32）の「國」の注にも、類似の記事が見られ、それは明らか
に『朝野僉載』からの引用である。この記載には注意と検討に値する点が二つある。その一つは、
天授中（690年～692年）、則天が「國」字を新字「 」に改めた可能性は低いこと。「月余」以後、
さらにそれを「圀」に改めたこともありえなかったと思われる。この「圀」は証聖元年（695）
５、６月に改めたはずである。もう一つは、「果たして則天を洛陽の上陽宮に幽閉した」とは、
「くにがまえ」に「武」の字を造ったことが、武后を囚えることの予言となっているわけで、こ
れは迷信の傾向を持っており、この記載は事実を示す証拠として足らないと思われる。したがっ
て「圀」の登場は、やはり延載２年（証聖元年）に「大周萬國頌徳天樞」を建てた時に「國」を
「圀」と改めたと考えるべきである。
３．日本で見られる則天文字と研究
日本で見られる則天文字を持つ文物は、これまで東野治之氏（33）、松中由美子氏（34）、蔵中進氏
（35）及び中国の研究者の張静氏（36）らによって論じられ、すぐれた成果が出ている。こうした先学
の研究に基づきつつ、中国で新しく出土した考古資料を利用して、私なりの検討をしたい。
則天文字のみえる文物は、日本でいままで５例が見られている。まずそれぞれについて見てお
こう。
第１例、日本の正倉院に収蔵されている『王勃詩序』（唐の王勃〔647年―675年〕の詩文集を
抄出したもの）。その年代は一番古く、巻末の余白に「慶雲四年（707）七月廿六日　用紙貮拾玖
張」（37）（実際には30枚）という墨書がある。この年は王勃の没後30年、武后の没後わずか２年し
かたっていない時期である。ここで指摘すべきなのは、抄写された『王勃詩序』に則天文字と通
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常の文字とが混用されている状態が見られる点である。ここに見える則天文字は、直接に武周の
政治の影響を受けたのではなく、文化交流によって日本に伝わったものであることが分かる。と
くに則天文字は、武后の武周政権が倒れたあと、神龍元年（705）１月には使用停止の命令が出
されたのである。それゆえ、その翌年に遷葬された章懐太子李賢（武后の子）・懿徳太子李重潤
（武后の孫）・永泰公主李仙 （武后の孫女）の墓誌には、則天文字は一字も見られない。
それでは、唐ではすでに使用が禁止されていた則天文字が、なぜ日本ではまだ通用していたの
か。おそらく702年の第８回の遣唐使者と密接な関係があると思われる。その当時までに「唐を
改め周と為す」ことを知らない第８回の遣唐使者にとっては、武周政権と則天文字は魅力的なも
のであったにちがいなく、文献の記載からもそれが理解できる。『続日本紀』巻３には次のよう
にある。
（文武天皇慶雲元年、704年）秋七月甲申朔、正四位下粟田朝臣真人自唐国至。初至唐時、有
人、来問曰、何処使人。答曰、日本国使。我使反問曰、此是何州界。答曰、是大周楚州塩城
県界也。更問、先是大唐、今称大周。国号縁何改称。答曰、永淳二年、天皇太帝崩。皇太后
登位、称号聖神皇帝、国号大周。問答略了、唐人問我使曰、亟聞、海東有大倭国。謂之君子
国。人民豊楽、礼義敦行。今看使人、儀容大浄。豈不信乎。語畢而去。（秋七月甲申の朔、
正四位下粟田朝臣真人、唐国より至る。初め唐に至りし時、人有り、来りて問ひて曰はく、
「何処の使人ぞ」といふ。答へて曰はく、「日本国の使なり」といふ。我が使、反りて問ひて
曰はく、「此は是れ何の州の界ぞ」といふ。答へて曰はく、「是は大周楚州塩城県の界なり」
といふ。更に問はく、「先には是れ大唐、今は大周と称く。国号、何に縁りてか改め称くる」
といふ。答へて曰はく、「永淳二年（683年）、天皇太帝（高宗）崩じたまひき。皇太后（則
天武后）位に登り、称を聖神皇帝と号ひ、国を大周と号けり」といふ。問答略了りて、唐の
人我が使に謂ひて曰はく、「亟聞かく、海の東に大倭国有り、これを君子国と謂ふ。人民豊
楽にして、礼義敦く行はる」ときく。「今使人を看るに、儀容大だ浄し、豈信ならずや」とい
ふ。語畢りて去りき）（38）
上述の推測が成り立つならば、王勃の詩文集を含む多くの経書・経典・文物及び制度などが第
８回の遣唐使によって日本にもたらされた可能性が大きいと考えられる。
なお、第７回の遣唐使は、その滞在期間（669年―670年）から見れば、698年12月25日から初
めて造られた則天文字はまったく関係しない。
第２例、岡山県圀勝寺に収蔵されている下道朝臣圀勝・弟圀依母夫人の骨蔵器。これは吉備真
備の祖母の骨蔵器である。銅で鋳造したもので、蓋を持っている。蓋の表面に次の２行の銘文が
刻まれていることが注目される。
（内側） 銘　下道圀勝弟圀依朝臣右二人母夫人之骨蔵器故知後人明不可移破
（外側） 以和銅元年歳次戊申十一月廿七日己酉成
この銘文の年号は元明天皇の年号であり、和銅元年は708年である。銘文の中に則天文字が使
われている。それは「圀」だけで、しかも人名である。ほかの「人」「臣」「日」「月」「年」の５
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字は則天文字を一切使っていない。人名に「圀」が使われているのは、必ずや則天文字の東伝、
つまりある遣唐使者との何らかの関係を考えなければならないであろう。さらに、武周時期の文
化を含んだ唐代の文化を学習し、汲み取ることに憂き身をやつすような家庭と何らかの関係があ
ると思われる。銘文中の「下道圀勝」とその弟「下道圀依」の名前の「圀」は、唐に行く前には
「國」字を書いていたのが、この二人か、あるいは他の誰かが武周に入ってから、すぐに名前の
「國」を則天文字の「圀」につくったのではないか、と私には思われるのである。名前にのみ則
天文字を使っているという点は、単に一つの「國」字の問題ではなく、則天武后期の文化を熱心
に学習した「下道圀勝」、あるいはその弟「下道圀依」と密接な関係があるはずだ、と私には思
われる。もし兄弟のなかで誰も則天武后期の唐へ行っていなければ、則天文字の「圀」字が708
年の「二人母夫人之骨蔵器」で出現する可能性はないのではないか。余談になるが、2003年９月
15日から2004年３月14日まで私が京都大学人文科学研究所の客員教授として滞在したとき、2004
年２月４日に、元同志社大学施設部長の松浦靖氏のご助力により、吉備真備の故郷にある圀勝寺
において、圀勝寺総代渡辺捷平氏のご好意を得て、「国宝」に指定されている吉備真備の祖母の
骨蔵器を実見することができた（図７）。
吉備真備が695年（また693年と694年という説もある）に生まれたことから逆算すると、彼の
父親あるいは叔父の出生年は、おそらく675年前後だったと考えられる。このように考えると、
天智天皇が669年に河内鯨を大使とする第７回遣唐使を派遣した時、この兄弟はまだ生まれてい
図７　圀勝寺下道朝臣圀勝・圀依母夫人骨蔵器蓋の実物写真（圀勝寺蔵、王維坤攝影）
（専修大学・西北大学共同プロジェクト編『遣唐使の見た中国と日本一
－新発見「井真成墓誌」からなにがわかるか』朝日新聞社　2005年　写真２より）
なかったはずである。もし兄弟ともに、あるいはその内の一人が長安に行くとすると、702年の
第８回遣唐使の一員であったと考えなければならない。その当時の兄弟年齢は、おそらく25歳前
後であったはずである。その同時代を考えてみると、669年以降、日中関係には新たな政治的危
機が生じ、日本側は遣唐使の派遣を中断していたのである。つまり、その年から702年までの33
年間は関係が中断したのである。大宝２年（702）になって、文武天皇は両国の関係を回復する
ために、粟田真人を執節使、坂合部大分を大使、巨勢邑治を副使とする第８回遣唐使を組織して
唐に赴かせ、これが再度文化交流の扉を開くことになった。ここで強調しておきたいのは、当時
の「李唐」政権はすでに「武周」政権に改まっており、すべての権力は則天武后の手のうちに確
保されていたことである。則天武后は大明宮麟徳殿で粟田真人のために宴を催したばかりか、彼
に司膳卿を授け、大いに称賛した。『旧唐書』巻199上「東夷列伝・日本国」には、次のように記
載されている。
長安三年、其大臣朝臣（粟田）真人来貢方物。朝臣真人者、猶中国戸部尚書、冠進賢冠、
其頂為花、分而四散。身服紫袍、以帛為腰帯。真人好読経史、解属文、容止温雅。則天宴之
於麟徳殿、授司膳卿、放還本国。（長安三年（703）、其の大臣朝臣（粟田）真人来りて方物
を貢す。朝臣真人とは、猶お中国の戸部尚書のごとく、進賢冠を冠り、其の頂に花を為り、
分れて四散せしむ。身には紫袍を服し、帛を以て腰帯と為す。真人は好んで経史を読み、文
を属するを解し、容止温雅なり。則天（武后）は之を麟徳殿に宴し、司膳卿を授け、放ちて
本国に還らしむ）（39）
則天武后が大明宮麟徳殿で粟田真人のために宴をはり、司膳卿の職を授けたのは、第８回遣唐
使に対する重視と高いレベルの接待を表している。逆に言えば、粟田真人を含む第８回の遣唐使
者らは「武周」政権と則天武后にかなり良い印象をもったと同時に、則天文字を含む則天文化に
も大変興味を持ったはずである。目下、則天文字の最古の実物資料は万歳登封元年（696）正月
27日の「楊昇墓誌」（40）である。この点から推測すれば、吉備真備の父親の國勝と叔父の國依と
いう兄弟が、いずれも、あるいはどちらか一人が第８回の遣唐使団に従って入唐したことがあっ
たのではないか、と考えることができそうに思われる。兄弟の名前の中の「國」字は、上のよう
な状況にあったら一遍で則天文字の「圀」字に改字したであろう。もしそう考えれば、708年の
「母夫人之骨蔵器」にわざわざ「圀」字を使った理由がすっきり理解できる。
さらに言えば、吉備真備はまさに幼年時代からこのような家庭教育を受けて成長したからこそ、
立派に日中文化交流の使者になりえたのであろう。もし阿倍仲麻呂を、生涯をかけて唐王朝に仕
えた日本人留学生の典型とすれば、吉備真備は、修学後に帰国して祖国に貢献した留学生の代表
と言える。吉備真備は奈良時代の学者・官僚であった。695年に吉備国（今の岡山県・兵庫県あ
たり）に生まれ、井真成より４歳年長であった。716年、22歳で正規に遣唐留学生に選抜され、
入唐後は国子監四門助教の趙玄黙について儒家経典を学び、長安での留学は前後19年の長きに及
んだ。刻苦勉励して儒家経典や歴史書を研鑽し、ひろく諸芸を渉猟し、中国の『史記』『漢書』
『後漢書』といった史書、儒教の正式経典である五経、法律の古典、算術、暦法、天文、音楽、
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建築などの諸方面において深い造詣を得たのである。
吉備真備は天平７年に帰国すると、すぐに価値ある物品を朝廷に献上し、聖武天皇の厚遇を受
けることとなった。736年に正六位下より外従五位下、翌年に中宮亮に昇進し、739年には母の墓
を造った。740年の藤原広嗣の乱に際して僧玄 とともに弾劾されはしたが、741年に東宮学士と
なって復活し、皇太子（孝謙天皇）に『礼記』『漢書』を口授した。746年に吉備朝臣と改め、翌
年に右京大夫に昇進した。藤原仲麻呂の台頭によって筑前守・肥前守に移されたが、751年に遣
唐副使に任ぜられて、再び入唐することになる。754年に帰国、大宰大弐となり、建議して怡土
城を造営、その後、造東大寺司長官として入京し、764年の藤原仲麻呂の乱に際しては朝廷の軍
務の参謀となり、その功によって従三位勲二等、参謀・中衛大将に任ぜられた。766年に正三品、
中納言・参議となり、770年に白壁王を立てて皇太子とし（光仁天皇）、正二位右大臣兼中衛大将
勲二等の地位にのぼりつめた。そして、771年に至って一切の官を辞任した。
こうした経歴をみて考えさせられるのは、吉備真備はなぜ２回も入唐したのだろうか、という
点である。私見では、この問題を考える端緒は、吉備真備の出身及び幼年時代より受けた家庭教
育と密接な関係がある。吉備真備は、下道朝臣圀勝の子であり、母は楊貴（八木）氏と称する。
上述の骨蔵器は、吉備真備の出自と幼年時代に受けた家庭教育を考察するうえで、重要な考古資
料と言えるのである（41）。
第３例は、人の名前に出現した「圀」字でもある。松中由美子氏の紹介によると、「天平勝宝
八載（756年）二月六日の『相摸国朝集使解』（東大寺文書、早大蔵、『寧楽遺文』中巻所収）に、
御浦郡司代大田部直「圀成」の署名がある。『下道圀勝圀依母夫人骨蔵器』より約半世紀下るが、
やはり名前に「圀」字を用いている点でも興味深い」（42）と述べている。この人が生前に武周あ
るいは大唐と何か関係があるかどうか分からないが、少なくとも則天文字の「圀」字を用いる実
例ではある。
第４例、同じように人の名前に出現した「圀」字であるが、松中由美子氏が論文に引く原田大
六氏の説によると、宗像神社蔵『阿弥陀仏経碑』左脇中段の追刻銘の請文に「大宮司宗像朝臣氏
圀　在判」と「圀」字が見えるという（43）。
現在から見ると、日本で則天文字の「圀」字を用いる例は少なくない。例えば、徳川光圀
（1628～1700）という人物は、日本の歴史で非常に有名な人である。江戸前期の水戸藩主であり、
頼房の三男で、幼名は千代松、字は子竜、号は梅里、諡号は義公、中納言の唐名を「黄門」とい
うことから、世に水戸黄門とも呼ばれた。大義名分を重んじて儒学を奨励し、彰考館を設けて俊
才を招き、『大日本史』を編纂、希代の名君と賞され、『水戸黄門漫遊記』による逸話が広く流布
している。現在でも「圀」字を使うのは、水戸黄門が使っていたことに強い影響を受けているの
であろう。これも則天文字の使用の範囲に属するものではあるが、直接的な関係よりもむしろ間
接的な関係と言うべきである。
第５例、出雲国庁跡から出土した則天文字。奈良時代の陶器の表面に墨書で山・水・土の３字
からなった則天文字の「 」字が書いてあった。これは日本ではじめての発見だと言えよう。東
野治之氏はこの字について「咒術に用いた可能性がある」（44）と指摘しているが、私見では、墨
書の「 」字の出土は、平城京から出土した土師器に書いた墨書の『論語』の語句と同様な性質
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ではないかと思われる。これらは習書の性質に属すべきもので、咒術の性質ではないと考える（45）。
ましてこの「 」は出雲国庁跡から出土したもので、宗教的色彩を持つ遺跡から出土したもので
はないのであるから、習書の性質のものにちがいないと思うのである（46）。
以上、西北大学キャンパスに関連して、われわれの最近の仕事である、７・８世紀の長安の考
古学をめぐる新発見の文物を二、三紹介し、和同開珎の「珎」についての問題と則天文字の「圀」
という字についての問題に対して私見を述べた。諸賢のご叱正をいただければ幸いである。
追記
拙稿作成にあたっては、不十分な言葉遣いについて、旧友の吉川照章氏と専修大学の土屋昌明教
授から多くの助言を賜わった。末筆ながら心より感謝の意を表したい。
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